
幕末維新期の彦根藩士といえば、大老井伊直弼の側近である長野主膳や宇津木六之丞の名がよく知られてい

ます。彼らの名は、吉田松陰ら尊攘派の志士を弾圧した安政の大獄と重ねて記憶され、幕府の屋台骨を支える

彦根藩というイメージを強めています。しかし、安政7年（1860）3月に直弼が江戸城桜田門外で暗殺された

後は、彦根藩では「勤王派」が台頭し、長野・宇津木を粛清する大きな政変が起こりました。今回の展示では、

そのような知られざる彦根藩士の人物像に迫りたいと思います。

【展示概要】
期間 平成29年7月31日（月）～10月19日（木）
会場 県政史料室（滋賀県庁新館3階 県民情報室内）
日時 月曜日～金曜日（祝日を除く）

午前9時～午後5時
内容 滋賀県歴史的文書20点
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①「河上吉太郎の履歴書」【大え62（28）】

②「谷鉄臣（渋谷騮太郎）の履歴書」【大え62（30）】

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
三
日
、
大
老
井
伊
直
弼
が

桜
田
門
外
の
変
で
暗
殺
さ
れ
る
と
、
四
月
二
十
八
日
、
ま
だ

十
三
歳
の
直
憲
（
幼
名
愛
麿
）
が
、
井
伊
家
の
家
督
を
相
続

し
ま
す
。
幼
い
藩
主
に
代
わ
り
、
藩
政
の
実
権
を
握
っ
た
の

は
、
家
老
岡
本
半
介
と
「
至
誠
組
」
と
呼
ば
れ
る
下
級
藩
士

集
団
で
し
た
。
元
来
岡
本
は
、
安
政
の
大
獄
で
処
罰
さ
れ
た

一
橋
慶
喜
の
グ
ル
ー
プ
と
親
交
が
あ
り
、
直
弼
の
側
近
で
あ

っ
た
国
学
者
長
野
主
膳
や
、
宇
津
木
六
之
丞
（
側
役
兼
公
用

人
）
と
政
治
的
立
場
を
異
に
し
て
い
ま
し
た
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
、
一
橋
派
の
島
津
久
光
（
薩

摩
藩
主
の
父
）
が
、
藩
兵
千
名
を
率
い
て
上
京
し
、
七
月
に

慶
喜
を
将
軍
後
見
職
、
松
平
春
嶽
（
前
福
井
藩
主
）
を
政
治

総
裁
職
に
就
か
せ
る
と
、
彦
根
藩
内
で
も
、
藩
政
刷
新
を
求

め
る
声
が
高
ま
り
ま
す
。
河
上
吉
太
郎
（
①
）・
北
川
徳
之
丞
・

外
村
省
吾
・
渋
谷
騮
太
郎
（
②
）
ら
至
誠
組
は
、
長
野
主
膳

の
入
牢
を
要
求
し
、
八
月
二
十
四
日
に
は
、「
朝
敵
に
ひ
と
し

き
逆
徒
」
へ
の
加
担
を
止
め
る
よ
う
、
岡
本
半
介
邸
に
押
し

か
け
ま
し
た
。
こ
の
訴
え
を
受
け
岡
本
は
、
長
野
を
二
十
七

日
に
処
刑
し
、
閏
八
月
一
日
に
は
、
宇
津
木
六
之
丞
も
拘
禁

し
ま
す
（
十
一
月
二
十
七
日
に
処
刑
）。
閏
八
月
四
日
、
幕
府

は
長
野
の
処
罰
を
彦
根
藩
に
命
じ
ま
す
が
、
十
二
日
同
藩
は
、

既
に
断
罪
に
処
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
彦
根
藩
の
政
変
は
、
新
し
く
発
足
し
た
一
橋
政
権
の
意
向

を
「
忖
度
」
し
た
結
果
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
幕
府
は
閏
八
月
一
日
、
松
平
容
保
（
会

津
藩
主
）
を
新
設
の
京
都
守
護
職
に
任
命
し
、
二
十
日
に
は

彦
根
藩
か
ら
京
都
守
護
の
任
を
剥
奪
し
ま
す
。
さ
ら
に
二
十

四
日
、
同
藩
に
五
万
石
の
領
地
替
え
を
命
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
幕
府
の
厳
し
い
処
分
は
、
彦
根
藩
内
に
大
き

な
動
揺
を
も
た
ら
し
、
尊
攘
派
が
主
導
権
を
握
る
京
都
で
は
、

彦
根
藩
挙
兵
の
風
説
が
流
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
州
藩
の

伊
藤
俊
輔
（
博
文
）
や
土
佐
藩
の
谷
守
部
（
干
城
）
ら
が
、

情
勢
を
探
り
に
次
々
と
彦
根
を
訪
れ
ま
し
た
。
渋
谷
騮
太
郎

ら
至
誠
組
の
四
人
は
、
そ
の
応
接
掛
に
抜
擢
さ
れ
、
藩
政
を

刷
新
し
た
彦
根
藩
の
新
た
な
立
場
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
十
月
下
旬
に
は
、
幕
府
の
処
置
に
抗
議
し
て

彦
根
藩
士
十
名
が
脱
藩
。
そ
の
内
の
一
人
加
藤
吉
太
夫
は
、

十
一
月
七
日
、
老
中
井
上
正
直
邸
に
赴
き
、
喉
を
突
い
て
自

殺
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
の
差
出

人
名
「
岡
村
吉
之
丞
」
は
、
岡
本
半
介
・
外
村
省
吾
・
河
上

吉
太
郎
・
北
川
徳
之
丞
の
四
人
の
姓
名
か
ら
と
っ
た
も
の
で

し
た
。
こ
の
嘆
願
書
で
は
、
既
に
彦
根
藩
は
「
姦
臣
」
長
野
・

宇
津
木
ら
を
処
罰
し
て
お
り
、
新
政
権
が
行
う
「
攘
夷
の
御

新
政
」
の
た
め
に
尽
力
す
る
の
で
、
処
分
を
取
り
消
し
て
ほ

し
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
十
一
月
二
十
日
に
は
、
さ

ら
に
十
万
石
の
領
地
召
し
上
げ
が
決
ま
り
、
彦
根
藩
は
未
曾

有
の
藩
難
に
直
面
し
ま
す
。

そ
こ
で
岡
本
半
介
は
、
文
久
二
年
十
二
月
、
旧
領
回
復
の

道
を
探
る
た
め
、
至
誠
組
の
四
人
と
と
も
に
上
京
し
ま
す
。

彼
ら
は
朝
廷
や
長
州
・
土
佐
両
藩
な
ど
と
積
極
的
に
交
わ
り
、

藩
政
を
刷
新
し
た
彦
根
藩
の
「
誠
意
」
を
伝
え
る
こ
と
に
努

め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
直
弼
亡
き
後
の
彦
根
藩
で
は
、

直
弼
時
代
の
治
世
の
否
定
を
通
じ
て
、
必
死
に
同
藩
の
地
位

浮
上
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。
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④西村捨三（国立国会図書館提供）

③大東義徹（国立国会図書館提供）

文
久
二
年
の
政
変
以
後
、
尊
攘
派
諸
藩
と
の
関
係
を
強
め

る
彦
根
藩
で
し
た
が
、
翌
三
年
八
月
十
八
日
、
長
州
藩
が
京

都
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
、
今
度
は
幕
府
の
命
に
よ
り
、
同
派

の
鎮
圧
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
年
九
月
に
は
、

大
和
国
（
奈
良
県
）
で
蜂
起
し
た
中
山
忠
光
（
公
家
）
率
い

る
天
誅
組
の
鎮
圧
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月
に
は
、

京
都
に
攻
め
上
っ
た
長
州
藩
と
の
戦
闘
に
お
よ
ん
で
い
ま
す

（
禁
門
の
変
）。
同
年
十
一
月
に
は
、
筑
波
山
で
挙
兵
し
た
天

狗
党
の
鎮
圧
に
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
の
第
二
次
幕
長
戦
争
で
は
、
自
ら
先
鋒
を
願
い
出

て
戦
う
も
、
西
洋
式
軍
備
を
整
え
た
長
州
藩
に
大
敗
を
喫
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
へ
の
従
順
な
姿
勢
を
示
す

こ
と
で
、
旧
領
回
復
を
図
ろ
う
と
す
る
岡
本
半
介
で
し
た
が
、

尊
攘
派
諸
藩
と
関
わ
り
の
深
い
至
誠
組
と
の
溝
は
、
次
第
に

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

慶
応
三
年
十
月
、
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を
行
う
と
、

彦
根
藩
内
で
は
、
旧
幕
府
勢
力
の
維
持
を
主
張
す
る
岡
本
半

介
と
、
朝
廷
権
威
の
強
化
を
唱
え
る
至
誠
組
と
の
対
立
が
顕

在
化
し
ま
す
。
さ
ら
に
十
二
月
、
王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
ー

が
起
こ
る
と
、
岡
本
は
徳
川
慶
喜
の
い
る
二
条
城
へ
向
か
う

こ
と
を
主
張
し
ま
す
が
、
渋
谷
騮
太
郎
や
新
野
佐
馬
助
（
古

拙
）
は
反
対
し
、
新
政
府
へ
の
帰
順
が
藩
論
と
な
り
ま
し
た
。

慶
応
四
年
一
月
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
始
ま
る
と
、
彦
根

藩
は
大
津
で
京
都
防
衛
の
任
に
就
き
ま
す
。
そ
の
後
桑
名
藩

の
征
討
に
加
わ
り
、
江
戸
開
城
後
は
下
野
国
（
栃
木
県
）
で
、

旧
幕
臣
の
大
鳥
圭
介
隊
と
数
度
に
わ
た
っ
て
交
戦
し
ま
し
た
。

特
に
最
大
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
小
山
宿
で
は
、
青
木
貞
兵
衛

率
い
る
半
小
隊
が
、
脱
出
不
可
能
と
観
念
し
て
、
白
兵
を
も

っ
て
敵
中
に
斬
り
込
み
、
全
員
討
ち
死
に
す
る
と
い
う
壮
絶

な
最
期
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
彦
根
藩
は
、
白
河
（
福

島
県
）
へ
向
か
い
、
会
津
攻
撃
に
も
参
加
。
そ
の
多
大
な
戦

功
か
ら
、
政
府
か
ら
の
賞
典
も
、
薩
長
土
に
継
ぐ
三
万
石
が

下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
月
二
十
八
日
、
新
政
府
は
藩

治
職
制
を
制
定
し
、
各
藩
の
職
制
の
統
一
を
図
り
ま
す
。
彦

根
藩
で
も
藩
制
便
覧
を
公
布
し
て
、
議
行
局
・
総
教
局
・
会

計
局
・
軍
務
局
・
刑
法
局
の
藩
治
五
局
を
設
け
ま
し
た
。
新

政
府
が
各
藩
か
ら
選
出
を
求
め
た
公
儀
人
（
立
法
諮
問
機
関

「
公
儀
所
」
の
委
員
）
に
は
、
元
家
老
の
新
野
古
拙
が
就
い

た
後
、
戊
辰
戦
争
で
活
躍
し
た
小
西
信
左
衛
門
（
大
東
義
徹
、

③
）
や
西
村
捨
三
（
④
）
が
就
任
し
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ

た
り
藩
政
を
担
っ
て
き
た
岡
本
半
介
は
役
職
を
退
き
、
明
治

三
年
五
月
に
は
、
谷
退
一
（
渋
谷
騮
太
郎
）
が
、
知
事
に
次

ぐ
役
職
で
あ
る
大
参
事
ま
で
上
り
詰
め
て
い
ま
す
。
他
の
至

誠
組
の
メ
ン
バ
ー
も
、
新
政
府
や
藩
の
要
職
に
就
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
彦
根
藩
で
は
、
時
の
政
権
が
変
わ
る
度
に
、

藩
政
の
担
い
手
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
で
、
激
動
の
幕
末
情

勢
を
何
と
か
乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
四
年
七

月
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
同
藩
は
廃
さ
れ
、
新
た
に
彦
根
県
が

置
か
れ
ま
す
。
さ
ら
に
同
県
は
、
長
浜
県
、
犬
上
県
と
改
称

し
た
後
、
翌
五
年
九
月
に
滋
賀
県
に
併
合
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
旧
藩
士
た
ち
が
辿
っ
た
道
は
様
々
で
す
が
、
幕
末
に

培
っ
た
経
験
や
人
脈
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
時
代

と
格
闘
し
て
い
っ
た
の
で
し
た
。
彼
ら
の
足
跡
は
、
大
正
期

に
作
成
さ
れ
た
贈
位
関
連
書
類
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》

・『
新
修
彦
根
市
史
』
第
三
巻
（
二
〇
〇
九
年
）

・
佐
々
木
克
編
『
幕
末
維
新
の
彦
根
藩
』

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
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元号 西暦 月 事項

安政5 1858 9 梅田雲浜・橋本左内らが逮捕され、安政の大獄が本格化する。

安政7 1860 3 井伊直弼が江戸城桜田門外で暗殺される。

万延元 1860 閏4 井伊直憲が彦根藩主となる。

文久2 1862

4 島津久光が兵を率いて上京する。

7 一橋慶喜が将軍後見職、松平春獄が政事総裁職を命じられる。

8 長野主膳が処刑される。

閏8
松平容保が京都守護職を命じられる。

彦根藩が京都守護を免じられ、5万石の上知・村替えを命じられる。

11
加藤吉太夫が老中井上正直に嘆願書を差し出す。

彦根藩が10万石の上知を命じられる。

文久3 1863 8
八月十八日の政変で京都から長州藩が追放される。

彦根藩が天誅組の鎮圧を命じられる。

元治元 1864
7 禁門の変が起きる。

11 彦根藩が天狗党の鎮圧を命じられる。

慶応元 1865 7 彦根藩が長州出兵の先鋒を命じられる。

慶応2 1866
6 第二次幕長戦争が始まる。

8 幕府が休戦を発表し、翌月に彦根藩兵が安芸を退く。

慶応3 1867
10 大政奉還が行われる。

12 朝廷が王政復古を宣言する。

慶応4 1868 1 戊辰戦争が始まる。4月小山宿で彦根藩兵らが大鳥圭介隊と激闘。

明治元 1868 10 彦根藩兵が東京に凱旋する。

明治2 1869 2 彦根藩主井伊直憲が版籍奉還の上表を提出する。

明治4 1871
7 廃藩置県が行われ、彦根県などが置かれる。

11 北近江が長浜県に、南近江が大津県に編成される。

明治5 1872

1 大津県が滋賀県に改称される。

2 長浜県が犬上県に改称される。

9 犬上県が滋賀県に合併される。
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展示解説 幕末を駆け抜けた彦根藩士
平成29年（2017年）7月31日

展示関連年表

【井伊直弼の側近】

①中川禄郎 ②宇津木六之丞（景福） ③長野主膳（義言）

【禁門の変で戦死】

⑧西郷正之介

【新政府への帰順を主張】

④河上吉太郎 ⑤北川徳之丞 ⑥外村省吾 ⑦谷鉄臣（渋谷騮太郎）

⑰江雪査（新野古拙）

【戊辰戦争で活躍】

⑨武節貫治（河手主水） ⑩青木貞兵衛 ⑱大東義徹（小西信左衛門）

⑲西村捨三 ⑳石黒務（伝右衛門）

展示人物一覧

＊『新修 彦根市史』第3巻をもとに作成。
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